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第３章 

 
 
 
 

１ 「地域の御用聞きから住民主体の地域づくりへの展開」 

－モデル地区での取り組みから報告－ 

篠原美幸（北杜市地域包括支援センター） 

 

１）北杜市の現状と地域ケア会議の取り組み 

  北杜市は平成１６年に７町村、平成１８年に１町が合併し人口５万人弱、県で最も面

積の大きな市となりました。平成２５年４月１日現在、人口は４８,８７４人に減少、高

齢化率は３２．１％で、県内で７番目に高齢化率が高い状況です。 

  高齢者は住み慣れた地域で出来る限り生活したいと希望する人が多く、１人暮らしや

高齢者世帯が増える中、高齢者が気軽に集える場所が求められています。 

  地域包括支援センターでは、介護保険外サービスを含めた様々なサービスを包括的･継

続的に提供出来るような地域の体制を作るために、平成２３年度から地域ケア会議に取

り組み、地域課題を把握するため個別地域ケア会議を積極的に開催しました。個別地域

ケア会議の積み上げから、各地区で小地域ケア会議を行い、地域課題を検討し、高齢者

が住みやすい地域になるような企画立案につなげていくというような「地域包括ケア推

進会議」を推進していきたいと考えました。 

　

北杜市地域包括ケア推進会議

○○地区小地域ケア会議

個別地域ケア会議

北杜市内全体 北杜市役所
サービス調整会議

地域ケア
連絡会議
介護保険事業所
連絡会

介護予防事業
連絡会

困りごとのあったケースごと開催

市内８つの圏域で開催

その人が住む

市全体としての

地域で取り組むこと

地域で取り組み
その人を支える

 

本県における地域ケア会議の実践事例 
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２）県アドバイザー派遣事業とモデル地区等への取り組み 

市では地域包括支援センターを中心に、地区民生委員との話し合い等小地域ケア会議

について取り組みを進めてきましたが、各地区における（旧町村単位）小地域ケア会議

への取り組みが課題となっていました。平成２５年度はモデル地区を決め、小地域ケア

会議の開催を考えていましたが、小地域ケア会議にどう取り組めばいいのか等について

アドバイザー派遣事業を活用し、検討をしながら取り組みを進めることにしました。 
最初にアドバイザーから指摘されたのは、「地域ケア会議は方法論、会議をすることが

目的になっていないか。」「そもそも小地域ケア会議はしなければならないのか。」「専門

家が考えている問題意識を住民が持っているかどうか、地域が課題を課題として感じて

いるのか。」「住民が変化するためには行政側の人間が変わる必要もある。」という事でし

た。また、モデル地区にまず「御用聞き」に行ったらどうかと提案がありました。 
「御用聞き」という言葉をどう解釈すればいいか戸惑いましたが、まずはモデル地区

で住民の話を聞く機会を持つ事（御用聞きの実施）、地区への取り組みは地域包括支援セ

ンターと介護保険担当が複数で関われるように課内調整をする事、民生委員が１２月に

改選になるため、各地区民生委員が活動により感じている地域課題等をアンケートで確

認する事にしました。「御用聞き」については、地区から要望がたくさん出され、後で対

応が困るのではないかとの心配もありましたが、「地区を知る・語ってもらう」「安心し

て元気に暮らし続けるために地区のことをどう考えているか教えて下さい。実情を教え

て下さい。」という姿勢で取り組み、出された地域課題は住民と一緒に考えていこうとい

うスタンスで実施することにしました。 
このモデル地区の取り組みにより、地区の関係者とのつながりや関わりが持て、今後

も継続して行う事になった「語る会」や「公民館カフェ」、地域での自主的な集まりが住

民の中から生み出された事等に大きな意義や成果を感じています。   
「御用聞き」から住民主体の地域づくりへの展開を支援するためには、住民主体で地

域が動くようなサポートの仕方（最初はﾘｰﾀﾞｰとして関わり、徐々にファシリテーターと

なり地域を見守っていく）が必要な事を学んだ気がします。 
３回実施した検討会においていただいたアドバイザーの御指導や助言が励みとなり、

上手く行かない事等もありましたが、諦めずにチャレンジし取り組んだ事を評価してい

ただき感謝しております。 
北杜市には、モデルの３地区（高齢者が多い地区、一般地区、転入者の多い地区）と

類似する地区は、市内に他多くありますので、他の地区でも実施できるように、まとめ

た資料等を参考にして、来年度も取り組めるように話し合って行きたいと考えています。 
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（１）アドバイザー派遣事業の検討経過             

日時 出席者 内容・助言 助言に対する対応 
平成 25年 

8月 6日（火） 

9:30～11:40 

 

市：介護支援課長、包括担

当ﾘｰﾀﾞｰ、介護保険担当ﾘｰﾀﾞ

ｰ、包括保健師 7 人、社会

福祉士 

社協：地域福祉課長 

県：アドバイザー山梨学院

大学法学部政治行政学科 

竹端寛先生、長寿社会課上

田、中北保健所橋爪 

１．地域ケア会議の現状と課題について 

２．これからの取り組みについて 

助言：地域ケア会議は方法論。会議をすることが

目的になっていないか。そもそも小地域ケア会議

はしなければならないのか。専門家が考えている

問題意識を住民が持っているかどうか、課題を課

題として感じているのか。今後、モデル地区を２、

３作り、地域に「御用聞き」に行ったらどうか。 

 

・モデル地区で住民の話を

聞く機会を持つ（御用聞き） 

・モデル地区への取り組み

は包括と介護保険担当と複

数で関われるように課内調

整をする。 

・各地区民生委員が感じて

いる地域課題 8～9月にア

ンケートで確認する。 

平成 25年 

11月 13日（水） 

16:00～18:30 

 

市：介護支援課長、包括担

当（指導監、ﾘｰﾀﾞｰ、保健師

7 人、社会福祉士）介護保

険担当 3人、福祉課長、福

祉担当ﾘｰﾀﾞｰ 

社協：地域福祉課長 

県：アドバイザー、長寿社

会課 

１．地域での取り組み経過・報告等 

 ○民生委員アンケートと聞き取り結果 

 ○モデル地区での取り組み（御用聞き） 

２．これからの取り組みについて 

助言：民生委員については聞き取った声をどう生

かすのか考える事。小地域ケア会議は地区の物語

を聞くことが必要。標準化で画一化されたもので

はダメ。その地域にあったアプローチの仕方があ

るのでは。３か所のモデル地区ではそれぞれ違っ

た形で地区に関わってきた。アドバイスをもとに

もう少し地区での関わりを持ってほしい。 

・検討した事をもとに、モ

デル地区担当者が今後の取

り組みを検討する。検討し

た結果によりモデル地区へ

の関わりを来年 1月下旬頃

までに行う。 

・モデル地区の取り組み結

果の報告は来年 2月上旬頃

に行う（第 3回検討会の開

催） 

 

平成 26年 

3月 17日（月） 

16:00～18:15 

 

市：介護支援課長、包括担

当（指導監、ﾘｰﾀﾞｰ、保健師

7 人、社会福祉士）介護保

険担当１人 

社協：地域福祉課長 

県：アドバイザー、長寿社

会課 

１．地域での取り組みの経過・報告等 

○モデル地区の取り組み（御用聞き） 

○モデル地区取り組みのまとめと考察 

２．これからの取り組みについて 

助言：①３つのモデル地区での取り組みから見

えてくる事、展開できることを考える事。次年

度へ向けて地区の展開へのつながりがあるの

で継続してほしい。包括がとる責任、市が取る

責任を整理すること。②北杜市としての地域ケ

ア会議を考える事。市の地域ケア会議でこの取

り組みを出していくべき。③他の地域でも小地

域ケア会議に取り組む時には、モデル地区の取

り組みを紹介し、地区から手あげしてもらえる

ようにしていく事も必要ではないか。 

・モデル地区の取り組みを

まとめた資料をもとに、今

後の小地域ケア会議につい

て「地区の単位、範囲」 「地

区への入り方、方法」「小地

域ケア会議の方法」「会議の

結果の展開」を今年度中に

整理・検討し、平成26年度

以降の取り組みを決めてい

く。モデル地区の地域への

関わりは継続していく。 
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（２）モデル地区等への取り組み 

①民生委員アンケートと意見交換会 

月1回行われる民生委員協議会には地域包括支援センターの地区担当が出席しており、

関係性がとれていました。民生委員活動を通じて把握した地区の状況についてアンケー

トを実施し、その結果をもとに、聞き取りや意見交換を行い、地区の事について一緒に

考える場を作りました。民生委員から「このような会議は、今までなかった。今後もこ

のような場を作って欲しい。」「このような話し合いをもっと早めにして欲しかった。」と

の意見もあり、来年度の実施も検討しています。 

②モデル地区の御用聞き 

モデル地区を須玉（高齢者の多い地区）、武川（一般地区）、小淵沢（転入者の多い地 

区）の３か所とし、地域包括支援センターと介護保険担当が３グループに分かれ、検討

を重ねながらモデル地区の御用聞きを実施しました。 

 
視点  地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

モデル地区

の選定視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者の多い地区（限界集

落） 

人口：５０９人 

高齢化率：６４％（H25,4.1現

在） 

・区長から地域の住民の生活の

活性化などについて以前から

相談がある。 

・急速な高齢化が進み、将来、

市全域が迎える高齢化の現実

に直面している。 

新住民といわれる方は少ない

地域である。 

 

○一般地区 

人口：277人（65歳以上97人）                      

高齢化率：３４．７％（H25,4.1

現在） 

・武川町の南に位置し韮崎市との

境の地区であり、町中央のスーパ

ー・温泉・公共施設へのアクセス

が不便である。               

・町内で前年度のはつらつシルバ

ーの集い未実施地区（唯一）。今

年度より替わった保健福祉推進

員から開催の相談がある。   

・歩いて行ける公民館で介護予防

の検証をしたいため「公民館カフ

ェ」の検証を依頼した地区。                                                                                              

○転入者の多い地区 

人口 ： ５７０人                                                          

高齢化率：３１．８％（H25,4.1

現在）アドバイザー派遣事業に

て、北杜市の特徴的な三つのテ

ーマ                      

①高齢者の多い地区（限界集

落）        

②転入者の多い地区 

③一般地区      

を挙げた。 

②の転入者の多い地区として

選定した。                                                             

 

 

地区への入

り方・方法 

 

 

 

 

区長からの相談があり、介入す

ることになる。 

区長への聞き取りを行い、具体

的な地域への思い、地域の現状

を知る機会を作った。 

地域への介入の際には、民生委

員に協力を依頼した。 

①保健福祉推進員さんと打ち合

わせ            

②事前の話し合いを宮脇公民館

にて開催                          

参加者：包括2名・保健福祉推進

員2名・公民館主事・老人会長・

地区の食生活改善推進員等                           

①転入者の多い地区の選定に

あたり、小淵沢総合支所の方と

話し合い選定。 

②地区介入にあたり区長と保

健福祉推進員に今回の取組み

について説明。 地域の方の想

いを聞く機会について区長や 
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視点  地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

  内容：話合いの持ち方 進め方 

など打ち合わせ 

 

 

 

 

 

保健福祉員からの提案があっ

た。                                                                                                   

㋐新旧の役員会の時                                                                                                

㋑老人会役員会の時                            

㋒地区に加入していない転入

者への声かけを行い、想いを聞

く機会を作る。  

地区に入っ

てみた結果

や成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域からのＳＯＳへの介入で

あり、地域の理解が得やすかっ

た。 

区長から、地域の事前情報(現

状や、地域の有力者など)が得

られたため、全体像をイメージ

して地域に入ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

包括で提案し「武川町宮脇地区で

元気に暮らし続けるための語る

会」を開催することとなる。その

際、「公民館カフェ」「はつらつシ

ルバー」「高齢者食事会」を合同

で開催し多くの住民に参加して

もらったらどうかということに

なった。チラシを作成し、保健福

祉推進員（2名）で高齢者宅へ全

戸配布してくれる。区長・老人会

長・公民館主事・民生委員・食生

活改善推進員・愛育会等には包括

よりチラシ持参または通知・電話

で参加のお願いをすることとな

った。 

①地区の区長さんや保健福祉

推進員さんに今回の聞き取り

についての趣旨を説明し、賛同

を得て開催したため役員さん

の協力がありスムーズに開催

できた。                                                                             

②聞き取り開催後アンケート

を行う  

 

 

 

 

 

 

 

御用聞きの

方法 

 

○1地区を巡回しての高齢者へ

の聞き取りの実施（10月～11

月） 

目的：増富地区に住んでいる高

齢者の思いや歴史を確認・共有 

会場：公民館9会場 

対象：６５歳以上の住民、区長

班長・民生委員・保健福祉推進

員 

協力：民生委員さんに協力を依

頼。 

スタッフ：包括、介護保険担当 

 

 

○1「武川町宮脇地区で元気に暮ら

し続けるための語る会」にて高齢

者の聞き取りの実施（２月３日） 

会場：宮脇公民館                

対象者：６５歳以上の住民 ９組        

話合いの持ち方：保健福祉推進員

から地区の繋がりがあるため話

し合いは組み別で班編成をした

らどうかと提案があり、1・2組、

3・4組、５～7組、8・９組の4

班に分けた。参加者３１名 

4班に包括・健増・社協・介護予

防サポートリーダーが聞き取り 

「大東豊地区で安心して元気

に暮らすための語る会」 

○ア新旧役員会にて聞き取り

（2/1）    

会場：大東豊公民館                        

対象：新旧の区長・副区長・組

長・民生委員・保健福祉推進員

20名参加                                           

スタッフ：介護支援課・健康増

進課・社会福祉協議会担当

（イ・ウ同様）                      

内容：情報提供（国や北杜市の

状況）、話し合い。区長より意 

地区巡回（日向公民館） 
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視点  地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2増富地区へかかわりを持つ

組織関係者聞き取り（11月～12

月） 

目的：関係者の増富地区へのか

かわりの現状を把握する。関係

者とのつながりを作る。 

○ア北杜市役所内関係課の聞き

取り 

○イ増富地区の関係団体への聞

き取り（増富ラジウム峡観光協

会、護持の里たまゆら、増富温

泉関係） 

㋒高齢者への聞き取りの結果

報告の開催（12月18日） 

目的：高齢者の思いを地域住民

で共有する場   

会場：増富出張所 

対象：65歳未満の住民（20歳

以上） 

区長、班長、民生委員、保健福

祉推進員 

スタッフ：包括、介護保険担当 

関係者：須玉総合支所、増富出

張所、社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役で入る。 

方向性：今回の報告会と今後の方

向性の話し合いを3月3日に宮脇

公民館にて実施予定とする。 

②「語る会」・「公民館カフェ」の

報告会を3月3日実施  

会場：宮脇公民館 

参加者：地区住民21名 

話し合いの内容：「2/3語る会」「公

民館カフェ」の報告会と今後の方

向性についての話し合い。 

「語る会」「公民カフェ」の話し

合いの中で住み慣れた地域で元

気に暮らし続けるためには地域

の交流が大切・集まる機会が必要

との意見が多く、今後も「公民館

カフェ」を月1回継続して実施す

ることとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見が言えなかった人がいると

アンケート依頼あり、後日アン

ケート実施。                                                                                                                             

㋑老人会開催時聞き取り(２月

２５日)                                                                                       

会場：スパティオ小淵沢 森樹                                                                                                                             

内容：会の開催趣旨の説明、情

報提供、地区について感じてい

る事等聞き取り 

㋒区未加入者への聞き取り  

「北杜市で元気に暮らし続け

るための語る会」 

１回目：１月２９日 

会場：フォーシーズン八ヶ岳高

原                                                                                                                             

内容：転入後年数、転入理由・

相談相手の有無等アンケート、

開催趣旨説明、今感じているこ

と思っていること、不安なこと

などの聞き取り。 

今回をスタート地点として、継

続的にこの機会を設けていく

事になった。 

２回目：2月27日 

会場：フォーシーズン八ヶ岳高

原 

内容：２月の雪害に対する対応

を聞いた。学校の防災対策から

雪かき、区への加入する事等幅

広い意見が出た。 

次回は4月24日を予定 

報告会（宮脇公民館） 

語る会（宮脇公民館） 
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視点  地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

実施した結

果や成果 

 

○1公民館単位での聞き取りを

することで、住民が、地域を自

分事として考えることができ

た。増富地域に住む人の直接の

声(不安や増富の良いところな

ど)を聞くことができた。地区

役員が参加することで、今後取

り組みたいことへの先導役と

なってくれた地域もあった。役

員とのつながりをもつことが

できた。地区住民に包括を周知

できた。 

○2市役所内で地区に継続的に

関わりのある部署はなかった。

地区内で活動するグループの

情報や繋がりを持つことがで

きた。 

○3高齢者の思いを伝え、若い人

も同じ思いだということが共

有できた。増富の今後を考える

場となった。 

「2/3語る会」で話し合われた事 

①定期的に人と交流をはかるこ

とが地域づくりで大切。                                            

②老々介護や60歳過ぎての独身

の方の老後の事を考えていかな

ければならない。   

③一人暮らしの方の見守りをど

のようにしていくか考えていか

なければならない。        

④少子化対策が必要（武川町全体

で前年度の出生が5人数年前は

30人） 

3月3日の「語る会」「公民館カ

フェ」の報告会で、「公民館カフ

ェ」を4月からも継続開始する方

向となった。（月1回） 

㋐役員が若く40代・50代の方

にも今回の開催の理解や賛同

も得られた。                                                   

アンケートから趣旨は理解で

きた、どのように取り組んだら

いいのかと一歩進んだコメン

トがみられた。災害をイメージ

して地域力を考えるといいと

の意見があった。                                                

㋑地域住民との交流は少ない、

運転ができなくなった時が困

る、災害があった時やゴミ出し

の対応について困るなどの意

見が出された。                                                       

このような会議は初めて、今後

の生活について定期的に会議

を行い、コミュニティーの形成

を行うことが必要であると確

認でき次回の開催が決まる。 

実施して分

かった事、

発見した事 

・地域の実態を知るには、実際

に生活している住民の生の声

が重要。地域住民が自主的に活

動できる地域の単位は旧集落

単位だと感じた。増富地区は少

子高齢化が進み、限界集落と言

われているが、声掛けや見守り

ができ、近所のつながりも残っ

ており、地域の力があると感じ

た。 

・地域に介入するには、まずそ

の地域のことを知る必要があ

る。また、最後までフォローす

る責任と、体制作りが必要だと 

「語る会」の計画段階で地域の保

健福祉推進員や民生委員・公民館

主事等と話し合いを重ねる中で、

地域を知るきっかけづくりがで

きた。地域に介入するには、その

地域の歴史を知ることが大切と

感じた。何も知らなくての御用聞

きでなく、介入側も予備知識と予

測をもって介入することが大切

と感じた。そのことを通じて介入

する側も興味深く介入できた。今

までは個々の対応が多かったが、

今回は課を超えて、また市役所・

住民という立場を超えて、地域の 

①未加入者に対し、自分たちに

嫌な先入観があった。しかし実

際には協力的であった。今後の

ことについても考え、心配して

いた。（転入者、区民に区別は

なかった。）                                              

②アンケートをしたことで、率

直な意見を全体から聞くこと

ができた。                                                            

③地区に対しての愛着を聞く

と、区に加入していない人は、

自然や環境がいいからと答え

ていたが、区民は環境や自然の

他に、人との関わりがあり情報 
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視点  地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

 

 

 

 

感じた。 

・地域づくりの過程として、住

民主導で地域が動くようなサ

ポートの仕方（最初はﾘｰﾀﾞｰ、

徐々にファシリテーターとな

り地域を見守っていく）につい

て学んだ気がする。 

繋がりや転入者の事・高齢者の

事・子供の事など、宮脇地区の話

題を話し合うことができた。 

 

 

も得られとても良いと答えて

いた。 

 

 

 

今後の地区

への関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①増富地区としては、住民主体

でできる取り組みを公民館単

位で行っていく。市として実施

をフォローしていく。 

○高齢者の聞き取りの際に提

案があった地域でできそうな

こと 

・民生委員さんから布草履作り

の提案があった。（他２地区希

望） 

・民生委員から、集まりは必要

で、自分が音頭を取ってもよい

との言葉あり。 

・はつらつシルバーの開催 

・施設を気軽に借りられたり、

お茶菓子のことなど、自分たち

で集まりやすいシステム作り

をしたい。 

・カラオケに来てほしい。送迎

をしたり日中開催したりと工

夫したい。 

・婦人部の掃除にできるだけ多

くの人に参加してもらい、お茶

のみの場にしたい。 

・蕎麦屋で食事会をしたり、寒

い時期のお茶飲み会を計画し

ている。運動や輪投げやお茶の

みをしたい。 

①当初、小地域ケア会議の圏域単

位として武川町全体を考えたが、

実際は地域に関わることで武川

町の９地区毎での開催を視野に、

その１地区で小地域ケア会議を

開催した。小地域ケア会議は、地

域をどういう単位として開催す

るのか考える必要がある。                    

②小地域ケア会議を「語る会」と

して、「はつらつシルバー」「公民

館カフェ」と同時開催とした。対

象者が高齢者中心になってしま

ったので、若い人からの意見を聞

く場を設けたほうがいいか検討

していく。               

③この地区では「語る会」等の地

区の集まりに男性の参加者が多

い（男女半々）その参加率のよさ

を探ると今後の参考になる⇒参

加勧誘は男性が多く、誘うのが上

手との意見がある。                            

④「公民館カフェ」は4月以降も

月1回継続することになったが、

地域主体で継続していけるよう

に支援していきたい。 

①区の役員・老人会・転入して

きた方に聞き取り調査「小地域

ケア会議」を行ったが、よりよ

い生活を行うためには人との

関わりや地域力が必要。地域力

を向上するためにはどのよう

なことが必要なのか災害を想

定した中で考えていくことが

好ましいのでないかと各グル

ープで意見が出た。                                                    

②区民、区未加入者それぞれの

会議を定期的に開催できるよ

う支援しながら、お互いの思い

を話し合う場を設ける。                                                                                          

③地域力を高めるための方法

を住民と一緒に検討する 
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視点 地区 須玉町 増富地区 武川町 宮脇地区 小淵沢町 大東豊地区 

 花豆の前後の時期に年に1・2

回でも集まるか、かるた会を3

か月に1回くらいするか等地区

役員会で検討したい。 

②増富地区の現状課題を北杜

市地域ケア会議に報告し検討

していく。 

  

※「はつらつシルバー」：各地区の公民館を活用し、保健福祉推進員を中心に集いを企画し実施する

事業。実施は社協に委託 

※「公民館カフェ」：高齢者が自ら歩いて行ける公民館において、地域の関係者や介護予防サポート

リーダーが主体となって介護予防をできる場づくりについて、実施を検証して

いる平成２５年度研究事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新旧役員会 

老人会語る会 
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＜参考資料①＞ 

須玉町増富地区    人口：509人  高齢化率：64％  高齢者独居率：４１％ 
年代等 0～ 

 

10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 

 

90～ 100～ 独居高 

齢者数 

認定 

者数 

人数 7 14 22 27 29 47 122 113 139 42 6 120 86 

 

地域の現状 課題 今後 

【悪いイメージ】 

・人と話すことが少ない。 

・人に会うことがない、寂しい、孤

独 

・昔のような地区の集まりがなくな

った。 

・集まるきっかけがない。 

・交通機関がない。デマンドバスの

廃止。市民バスは不都合。 

・各地区が孤立し、交流の機会がな

い。 

・イノシシやサルなどによる、農作

物の被害。作っても荒らされ、そ

の対応も大変だし、作る気力がな

くなる。 

・若い人が少ない。 

【良いイメージ】 

・声掛けや見守りが浸透している地

域がある。 

・豊かな社会資源があるので、再利

用してほしい。 

・地域の結束力がある。 

・移動販売や、巡回診療がきてくれ

る。 

・婦人会や老人会、ゲートボールな

どの集まりがある。 

・週末や月に数回子供が来てくれて、

買い物や受診に連れて行ってくれ

る。 

・高齢者は人と会う交流の

機会が少ない。 

・働く場所がなく、子供は

外に出て家を建て帰っ

てこないので、若い人が

少なく、地域が廃れてい

く。 

・病院受診や買い物など施

設が離れているので、移

動は車が必要。現在自分

で運転できている人も

数年立つと運転できな

くなる可能性があり、移

動に不安を抱える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集まりたい、集まる機会を作りたいと

いう地域が多かった。定期的に集まる

機会を作っていきたいが、地区ごとに

抱える背景が違うので、各地区に合っ

た方法を検討していく必要がある。 

・どんなことをしたらよいかわから 

ない。 

・先立って集まりを開いてくれる人が 

いないなど 

【具体案】 

・婦人会の掃除や老人会の集まりな

ど、既存の集まりの回数を増やして

いく。発展させていく。 

・新たな集まりの機会を設ける。 

・日向・日影・和田地区では、民生委

員さんの提案もあり、公民館で、布

のわらじ作りを始めていく。（いら

なくなった布の再利用、集まるきっ

かけとなり、閉じこもり予防にな

る。自宅でも取り組むことができ

る。自宅内で履くことで掃除にな

る。履くことで指が開くので健康に

もなる。日向では、旅館で売っても

よいのではという話も出て、誰かが

履いてくれることで張り合いにも

なる。汚れたら、すぐに捨てること

ができる。などの利点がある。）こ

の活動が、地域全体の取り組みに波

及できるとよい。 
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＜参考資料②＞ 
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＜参考資料③＞ 
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２ 「地域づくりにつなげる自立支援型ケアマネジメント支援の取り組み」 

舟久保美幸（富士吉田市地域包括支援センター） 

 
富士吉田市では、H25年度の地域ケア会議を推進するにあたり H24年度から取り組みを

行っていました。 
H24年度においては、山梨県地域包括ケア推進アドバイザー派遣等事業を活用しました。

介護保険給付適正化事業の一貫として、 
(1)地域包括に対しては「ケアプラン点検支援の視点・進め方」について、あたご研究所の
後藤佳苗先生から講義を受けました。地域包括ケアシステムの構築に向けて、適切なア

セスメントに基づきプランが作成されているか、自立支援につながる計画になっている

か等を保険者・包括がケアマネジャーと共に検証する点検支援の視点や進め方について

の研修を受けました。 
(2)ケアマネジャーに向けては、「ケアマネジメントのあるべき姿」と題し、マネジメントの
定義や過程についてなど講義をしていただきました。法的な根拠を再確認するとともに

事例演習を行い、自立支援に向けての学びの深まりがありました。 
この後、年間を通じて、介護保険担当、地域包括支援センター保健師と主任ケアマネジ

ャーが、ほぼ全員のケアマネジャーと個別ケースを使ってアセスメント・プラン・モニタ

リングという一連のケアマネジメントについて一つ一つ丁寧に確認作業を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なぜケアマネジャーに焦点を当てたのか･･･ 
(1) 住民に近い存在であり、多くの住民との関わりがあること。その分個別の課題を多く承
知していること。 

(2) 富士・北麓地域には熱心でまじめなケアマネジャーが多く、スーパービジョンの方式で 
自ら研修を行っているグループがあったこと。 
以上の点から、ケアマネジャーの力量アップがよりよい地域づくりへ即決すると考え

たためです。 

平 成 2 4年 度 の 取 り 組 み

・山 梨 県 地 域 包 括 ケ ア 推 進 ア ドバ イ ザ ー 派 遣 事
業 の 活 用 ：ケ ア プ ラ ン 点 検 支 援 の 視 点 ・進 め
方 に つ い ての 学 び

・ケ ア マ ネ に 向 け て 、 ケ ア マ ネ ジ メン ト に つ い て
の 講 義

・地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 主 任 ケ ア マ ネ に よ る 、

「ケ マ ネ ジ メン ト の 手 法 ・サ ー ビ ス の あ り方 の
確 認 」
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H24 年度の学びを拡大し、地域ケア会議に発展させました。定期的に包括が主催して、

関係する職種および関係者で地域づくりを意識した個別ケースの地域ケア会議を開催しま

した。また、アドバイザーである伊藤先生からの講義については地域ケア会議の必要性や

ケアマネジャーの役割等について詳しくお話をいただきました。 
 地域ケア会議開催準備としては、事例提供者を決めること、事例提供するケアマネジャ

ーに対し資料作成のサポートをすること、参加者に資料を渡すこと、当日の司会・進行、

会議への参加があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この目的があることで、地域ケア会議で個別課題を積み重ね、地域課題へと変換して問

題提起することで、政策形成への提言・地域づくりのための住民への提言につなげていき

たいと考えています。 

地域ケア会 議の目的

・関係者に介護予防の視点を身につけ資質向
上につ なげ る 。

・標準化 したケアマ ネジ メン トを可能にす る 。

・ケ アマネに繋が る利用者や住民 の意識の底
上げ （地域力アップ ）につ なげ る 。

・地域ケア会議による 「地域課題発見機能 」の
役割を身につけ る。

⇒政策形成への提言

⇒地域づくりのための住民への提言

平 成 2 5年 度 の 取 り 組 み

・H 2 4年 度 の ケ ア マ ネ に 対 す る ケ ア マ ネ ジ メ ン ト
の 学 び を拡 大 し 、地 域 ケ ア 会 議 に 発 展 。

・H 2 5 .9月 ケ ア 会 議 を 開 催 す る に あ た り 「困 難

事 例 を 通 して 考 え る 地 域 課 題 」に つ い て 伊 藤
先 生 か ら 講 義 を い た だ く。

・H 2 5 .1 0月 ～ 月 1回 、 地 域 ケ ア 会 議 を 開 催
・地 域 ケ ア 会 議 、 開 催 準 備 に お け る 地 域 包 括 の

役 割 の 明 確 化
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処遇困難な事例を中心にスーパービジョンの手法をとって、伊藤先生の進めにより事例

を共有し、困難をきたしている問題のありかについて意見交換をしています。 
 会議時間は 1事例につき、おおむね 3.5時間をかけています。このような時間をかけて行
うことで、本人やその周辺を取り囲む支援者像をより具体的に知ることができ、生い立ち

や価値基準、根本にあるニーズを全員が共有することができます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中心は会議の構成員で、周辺はケアマネジャーです。各事業所から１名ずつ選抜してき

ています。当初は、周囲のケアマネジャーは見学をしていただくというスタンスで進めて

いく予定でしたが、現在では広く意見をいただきながら行っています。 

地 域 ケ ア会 議 の 開 催

・処 遇 困 難 な事 例 を 中 心 に 月 1回 開 催 。
・スー パ ー ビ ジ ョン の 手 法 に よ り 、事 例 を共 有 、
問 題 の あ りか に つ い て意 見 交 換。

・会 議 時 間 ：1事 例 に つ き 、概 ね 3 .5時 間 。
・会 議 構 成 員 ：ケ アマ ネ 、保 険 者 、サ ー ビ ス 事 業
所 、社 協 、地 域 包 括

・その 他 の ケ ア マネ （各 事 業 所 か ら 1名 ず つ会
議 の 見 学 参 加 ）

会場レイアウト
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【地域ケア会議を行ったことによる成果】 

 

上記にある「位置づけ」とは、サービス担当者会議との違いやなぜ「地域ケア会議」を

行う意義があるのかという部分をさしています。 
 
 
 

会議の中で出た課題を共有し、お互いの役割分担を再確認したからこそ、家族会の「介

護者のつどい」の実施などスピーディーな住民サービスの開発につながった経緯もあり成

果も出てきています。 
参加サービス事業所等（ケアマネジャー、包括、社協など）はそれぞれケアマネジメン

ト力の向上やより良いサービスの提供、ケアマネジャーの役割の明確化など、お互いの役

割を認めてより尊重し合えるようになっています。 

地域ケア会議の成果①

【ケ アマ ネの資質向上 】

・ケ アマ ネが 「地 域ケア会議 」の 位置づ けを理解
できつつある 。

・ケ アマ ネ自身がケアマ ネジメントに対 する自分
の弱点に気づ く機会になって いる 。

・地 域 ケア会 議に参加するこ とで、自 分のケア
マネジメン トに活かせて いる 。

・定 期開催す るこ と でケ アマ ネの会議に臨む 意
識が向上 した 。

地域ケ ア会議の成果 ②

【社 会 資源の開発 】

・イン フォーマ ルサービス の スピーデ ィー な開発
につなが った 。

【参 加者全員 】

・利 用者に対 し ての丁寧な アセ スメン トが 最重
要である こ とが再確認で きて いる 。

・参 加サー ビス 事業所等にもケ アマ ネジメン トの
重要性 について 波及効果が得 られ ている 。
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【今後の課題・方向性、包括の役割など】 

●参加者の資質向上について 
これまでの会議を通じて、地域課題として独居の問題、認知症増加の問題、男性介護者

へのフォローアップの問題などがあるのではないかと参加者が認識しつつあります。これ

からは包括として数値的な裏づけを積み重ね、今後そのような発見機能を確立していきた

いと考えています。また問題が挙がってきたところで関係者のみではなく、地域住民の方

とも問題点を共有していき、ともに地域づくりについて一緒に考えていけるように問題提

起していきたいと思います。 
さらに行政の立場としては、どのタイミングで地域に合ったサービスづくりを行うかに

ついても検討していかなければならないと感じています。 
市には４ヶ所に地域包括支援センターブランチがあります。地域づくりの根幹を私たち

とともに担っているため、できれば４ヶ所すべてで会議開催ができるようにしていきたい

と思っています。まずはモデル地区を決めて細やかに対応していくなど徐々に拡大してい

く方向で検討しています。 
●医療との連携について 
富士北麓地域には「富士北麓認知症を考える会」があります。医師会、薬剤師会、看護

ステーション、ケアマネジャー代表、家族会、包括などが参加しており、取り組みを進め

ています。現在では都合により、活動を中断していますが認知症という切り口で医療との

連携が進められている状況があります。医師会とも相談しながら、早急に活動が再開して

いかなければならないと考えているところです。 
地域ケア会議にも本来であれば医師や看護師にも参加してもらいたい思いはありますが、

時間的な問題等から現在では窓口担当者からの聞き取りで対応している状況です。今後は

そのやり方を考えたり、医師・看護師の意見をどう反映させていくのかを検討していきた

いと思います。 

今 後 に 向 け て の 課 題

・現 在 、参 加 者 の 資 質 向 上 段 階 。

⇒ 地 域 課 題 発 見 機 能 の 確 立

⇒ 地 域 づ くり の た め の 住 民 へ の 提 言

⇒ ど の タ イ ミ ン グ で 地 域 に 合 った サ ー ビ ス づ く り
を 行 うか （予 算 ・マ ン パ ワ ー な ど ）

⇒ 地 区 ご と の ブ ラ ン チ で の 地 域 ケ ア 会 議 の 開 催

・医 療 と の 連 携

⇒ 医 療 従 事 者 に も 会 議 へ の 参 加 を 依 頼 し た い

が ・ ・ ・
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現在、伊藤先生にスーパーバイザーの役割を担っていただいております。今後は地域包

括全員がスーパーバイズできるように先生の手法を学び、力をつけていきたいと考えてい

ます。 
また、会議のあとにその都度アンケートをとっていて、学びの成果は十分把握できてい

ます。その他、難しかったことやもっと学びたいことなどについては、現在では聞いてそ

のままになっている部分もあり、すべての意見、質問には対応しきれていない状況があり

ます。この地域のケアマネジャーは自主グループを作り、伊藤先生のスーパービジョンを

地域ケア会議とは別に積極的に学習しています。これもこれまでに述べた成果を挙げる１

つの要因になっています。 
そのような熱心さも伝わる中で、今後はさらに丁寧に 1 人 1 人のケアマネジャーに対応

をしていく方針です。 
 
これまで会議を行う中で１回１回の学びの内容が違ったり、その学びが深まっています。

また会議での学びを実際に自分のケアマネジメントに活かそうとする姿も見られています。

定期で行うというこだわりがあるからこそ、運営上の大変さはありますが、参加者全員の

力がついていることが実感できており喜びの方が多く感じられています。 
今後も先生方や県の協力をいただきながら富士吉田市としての地域ケア会議を確立させ

ていき、住みやすいまちづくりを目指していきたいと思います。 
 

今 後 に 向 け て の 課 題

・ス ー パ ー バ イザ ー の 力 量 に よ っ て会 議 の 進
行 ・学 び の 深 ま りが 異 な る 。

⇒ 地 域 包 括 ス タ ッ フの 力 量 ア ッ プ に 向 け た 取 り
組 み 。

・会 議 実 施 後 の ケ ア マ ネ に 対 す る 個 別 的 な 助
言 、 フ ォ ロ ー ア ップ 。


